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１．企業アンケート結果
◆IoTを導入・活用するにあたり課題に感じること

・コンソーシアムの会員数や導入事例は着実に増えているものの、IoT導入の課題として、①費用対効果や導入メリットへの理解、

②スキルや人材の不足、③導入費用の確保などを挙げる意見が多い。

・アンケートで多かった課題や、企業ごとにその事業規模やIoT等に関する意識・理解レベルなどが異なることを踏まえ、伴走型で体系的な支援により

IoT等の導入を推進。

２．令和２年度事業のポイント
○ IoT・AI活用人材の育成強化
○ IoT・AI導入・活用段階に応じた、「次につながる」きめ細かな伴走型支援

・次のステップに進むことができるよう節目ごとに検討・導入をバックアップ
→１ステップごとの”スモールゴール”を 目指し、本格的な活用へと導く

このほか、生産性向上支援の拠点づくりに向けた取組みや５G時代を先駆けるための企業意識啓発・実証支

援など、県や関係機関の事業と連携して、県内企業のIoT等導入を強力に後押しする。

３．事業概要

○ IoT・AI・５G活用理解促進事業 ・・・ IoTやAIの導入・活用レベルに応じて、経営者から現場担当者の関心・意欲を一層喚起し、具体的な行動に繋げるための意識啓発

■経営者セミナー（基本・気づき編、応用・活用編） ■IoT等導入企業視察（基本コース、応用コース） ■IoT・AI・５Gツール体験展示会

○ IoT・AI・５G現場リーダー育成事業 ・・・データ分析・IoT技術等に関する講座など、企業の人材育成への支援

■IoT・AI講座（活用実践編・ワークショップ） ■IoT・AI講座（活用応用編）

○ IoT推進コンソーシアム活性化事業 ・・・県内企業等のニーズを取り込みながら効果的なプログラムの検討や情報発信、IoTツールの普及等を行う

■コンソーシアム全体会 ■運営委員会、企画推進委員会の運営 ■企業現況・ニーズ調査 ■ウェブサイト・ニュースレター ■共有型とやまものづくりIoTプラットフォームの普及
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ｾﾐﾅｰ等情報・動向の理解のための取組み

導入事例の普及

◆コンソーシアムや県に対して求める取組み

※その他、本事業を含む県の「IoT・AI・５G活用生産性向上推進事業」〔R②予算案 1億270万円〕の全体像は別紙のとおり

https://www.pu-toyama.ac.jp/

